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島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
青
果
市
場
３

社
の
野
菜
担
当
者
と
当
地
区
本
部
の
営
農
指

導
員
・
販
売
担
当
が
集
ま
り
販
売
会
議
を
開

催
し
、
令
和
６
年
度
の
野
菜
出
荷
に
む
け
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
当
地
区
本
部
か
ら
は

令
和
６
年
度
の
作
付
面
積
を
報
告
し
、
市
場

か
ら
は
市
場
情
勢
と
青
果
物
に
対
す
る
要
望

を
伺
い
、「
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
野
菜
は

品
質
が
良
く
、
た
く
さ
ん
の
フ
ァ
ン
が
い
る
の

で
、
も
っ
と
多
く
の
野
菜
を
出
荷
し
て
い
た
だ

き
、
顧
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」等
と
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
意
見
交
換
会
で
、

市
場
担
当
者
の

当
地
区
本
部
に

対
す
る
期
待
を

強
く
感
じ
ま
し

た
。
市
場
の
要

望
に
応
え
る
た

め
、
生
産
者
へ

市
場
情
勢
を
つ

な
ぎ
、
市
場
へ

は
産
地
情
報
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
、

有
利
販
売
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

青
果
物
出
荷
販
売

会
議
の
開
催

12
３月

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で

は
、
獣
害
被
害
防
止
の
一
躍

を
担
う
こ
と
を
目
的
に
、
各

市
町
に
獣
害
捕
獲
用
檻
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

管
内
で
は
小
動
物
に
よ
る

農
産
物
被
害
が
深
刻
化
し
、

離
農
や
荒
廃
農
地
の
拡
大
に

拍
車
が
か
か
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
各
市
町
に
お
い
て
も

捕
獲
支
援
や
防
護
柵
支
援
の

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
有
害
動
物
の
生
息
数
の

増
加
は
顕
著
な
状
況
で
す
。

生
産
者
が
安
心
し
て
農
作
業

に
携
わ
れ
る
よ
う
各
市
町
に

お
い
て
ご
活
用
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
、
檻
の
購
入
費
の
一

部
を
Ｊ
Ａ
共
済
連

地
域
・
農
業
活
性

化
施
策
助
成
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

各
市
町
へ
の
獣
害
捕
獲
用
檻
の
寄
贈

2
３月

24
３月

〜

川本町

江津市美郷町

邑南町
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ゆ
と
り
俱
楽
部
の
令
和
５
年
度
最

後
の
講
座
で
あ
る
第
10
回
講
座
は
遠

足
に
出
か
け
ま
し
た
。
ま
ず
出
雲
市

の「
し
ま
ね
花
の
郷
」へ
寄
り
、
レ
カ

ン
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の「
お
花
の
ク
ラ
フ

ト
展
」を
鑑
賞
後
、
施
設
内
を
散
策
し

ま
し
た
。
温
室
で
は
満
開
の
シ
ク
ラ
メ

ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
な
ど
の
花
々

に
感
嘆
し
、
一
足
早
い
春
を
満
喫
し
ま

し
た
。
続
い
て
松
江
市
に
あ
る
ホ
テ
ル

玉
泉
に
向
か
い
、
到
着
後
Ｊ
Ａ
共
済

連
島
根
の
余
村
さ
ん
に
よ
る「
笑
い
と

健
康
教
室
」を
受
講
し
ま
し
た
。
健
康

教
室
で
は
顔
ほ
ぐ
し
、
肩
回
し
の
あ
と

「
ち
ぐ
は
ぐ
会
話
」「
後
だ
し
ジ
ャ
ン

ケ
ン
」「
漢
字
書
き
ゲ
ー
ム
」な
ど
様
々

な
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
脳
ト
レ
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
昼
食
は
宍
道
湖
の
う

な
ぎ
を
は
じ
め
県
内
各
地
の
旬
の
食

材
を
豊
富
に
使
っ
た
会
席
料
理
を
堪

能
し
、
食
後
は
美
肌
の
湯
で
有
名
な

温
泉
に
入
湯
し
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
で
も
会
話
が
弾
み
、
バ
ス

を
降
り
る
ま
で
和
気
あ
い
あ
い
、
に
ぎ

や
か
な
遠
足
と
な
り
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会
は
邑
南
町
田
所
公
民
館
に
お

い
て
令
和
５
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
の
活
動
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
と
令
和
６
年
の
活
動
計
画
及
び
収
支
予
算
が
上
程
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
役
員
改
選
と
な
り
、
会
長
に（
農
）星
ヶ

丘
代
表
の
椿
徹
氏
、
副
会
長
に（
農
）鹿
子
原
代
表
の
池
本
義
雄
氏
が
就
任

さ
れ「
島
根
お
お
ち
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
島
根
お
お
ち
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議

会
で
は
、
令
和
６
年
度
重
点
取
り
組
み
と
し
て「
鳥
獣
害
対
策
」「
集
落
営
農
の
後
継
者
対
策
」を
挙
げ
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

総
会
終
了
後
に
は
島
根
県
よ
り
鳥
獣
害
専
門
指
導
員
を
講
師
に
、鳥
獣
害
対
策
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

管
内
に
は
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
の
他
、
外
来
種
の
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

多
角
的
な
対
策
に
つ
い
て
熱
心
に
話
を
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

特
別
栽
培
米「
つ
や
姫
の
匠
」認
定
式
が
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

営
農
経
済
本
店
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
島
根
県
内
７

地
区
本
部
か
ら
15
名
の
応
募
が
あ
り
、
内
９
名
が
選
出

さ
れ
、
当
地
区
本
部
か
ら
は
邑
南
町
の
元
根
正
規
さ
ん
、

美
郷
町
の
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
む
ら
じ
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
選
定
基
準
は「
生
産
さ
れ
た
お
米
が
一
定
の

品
質
・
食
味
を
超
え
る
こ
と
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
定

者
は
つ
や
姫
栽
培
の
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後

の
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
と
り
倶
楽
部

第
10
回
講
座
の
開
催

集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会

令
和
５
年
度
定
期
総
会
の
開
催

特
別
栽
培
米

「
つ
や
姫
の
匠
」認
定
式

11
３月

23
３月

しまね花の郷で満開の花を観賞

写真左：（農）ファームむらじ　浅原 譲さん
右：元根 正規さん

ホテル玉泉での「笑いと健康教室」

25
３月
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農 だ よ り営

水稲の管理のポイント水稲の管理のポイント

JAは消費者へ安全と安心をお届けするために、JAは消費者へ安全と安心をお届けするために、
農産物の生産履歴を確認しています！農産物の生産履歴を確認しています！

●育苗管理

●田植え
◎低温時の田植えは避ける！
　地温が低いと活着が悪く生育が遅れます。また、水温が低いと除草剤の効きが悪くなります。
◎植え付け本数を適正に！
　１株当たりの植付け本数は３～４本を基本とします。（コシヒカリは坪50～60株その他品種は60株程度が目安）
◎植え付けの深さを２～３㎝に！
　深植えは活着が遅れ、分けつに影響します。また、極端な浅植えは除草剤による薬害や、倒伏しやすい傾向があります。
　※田植え後、余った苗を水田に長期間放置しておくと病害虫の発生原因となるため、早期に処分してください。

●水管理
・田植え後は、活着するまでの概ね３～４日間は水深３～５㎝の水管理を行い、低温から苗を保護しましょう。
・気温・水温が高い場合は、徒長する恐れがあるため水深２㎝程度の水管理を行ってください。
・�活着後は、水深２㎝程度の水管理を行い「分けつ」を促します。また、田の水の入れ替えは気温と水温の温度差がなく
なる早朝か夕方に行ってください。（日中は保温のため水の出入りを止める）
　※風の強い日は葉を守るために深水で管理してください。

●除草剤
使用時期・使用量を守り、雑草発生前からの防除を心がけましょう。
詳しくは、令和6年産「稲作ごよみ」または、営農指導員へご相談ください。また、右記二次元コードから
JAしまね島根おおちホームぺージでも確認ができます。

●生産履歴とは
組合員の皆様が農産物を生産するに当たり、種まきから栽培、収穫、それぞれの工程で行った作業を履歴として記録し、
消費者や納品先の求めに応じていつでも提出できるように、作業記録や栽培日誌として作物ごとにまとめたものを言い
ます。

●農産物の安全確保
作物の生産には生産基準があり、農薬等の適正使用が求められています。しかしながら、近年農薬の適正外使用や使用
基準の間違えなどの違反事例が発生しています。そのような事故を防ぐため生産履歴記帳を行い、使用基準の再確認が
必要です。

●無実の証明
出荷物に万が一残留農薬などが検出された場合、その責任は生産者に課せられます。近隣の畑から飛散した農薬が作物
に付着することも考えられます。生産履歴により原因の分析や絞り込みができることにより「無実の証明」や「問題の早
期解決」が可能となります。
農薬使用違反が発見された場合、使用した生産者だけが罰則を受けるだけでなく、出荷者全員に出荷停止命令や回収命
令など厳しい罰則が与えられ、産地の信頼が失われます。

●消費者への安全と安心を届ける
生産履歴のはっきりとした農産物は、消費者や納品先に「安全・安心」を届けます。また、消費者や納品先から生産者へ
の信頼を得ることにもつながります。

育苗段階 温度管理 管理のポイント

緑化期 昼間20～25℃
夜間15～18℃

・緑化初期は直射日光を避けるため、育苗シートや黒い寒冷紗等で遮光し、１日程度弱光下で
緑化させます。

・草丈３～４㎝程度で除覆します。除覆の時期が遅れると腰高になり徒長苗の原因となります。

硬化期
（初～中期）

昼間25℃以下
※高温に注意
夜間10～15℃

・緑化終了後、約10～14日間管理します。
・高温が予想される時はトンネルを剥いだり、ハウスのサイドを開けるなどの対処をしてくだ
さい。また、低温が予想される場合は、保温に努めるとともに、やや乾燥気味に管理し水分
過多にならないようにしてください。

硬化期
（後期） 自然温度下で生育 ・本葉２枚目が出始めたら徐々に外気温に慣らし、植え付け前は昼夜ともハウスを開け放ち自

然温度下で生育させる。（降霜には注意しましょう）
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令和６年４月１日現在JAしまね 島根おおち地区本部業務機構と 職員配置図
※氏名重複者は兼務

有
期

雇
用

三
輪
　
大

有
期

雇
用

渡
邊
　
悠
太
郎

兼
務

野
田
　
尚
志

児
玉
　
千
奈
美

有
期

雇
用

日
野
山
　
志
乃

宇
津
田
　
美
鈴

パ

ト

岩
谷
　
恵

藤
田
　
哲
也

パ

ト

服
部
 
純
鈴

兼
務

木
原
　
辰
太
郎

坂
根
　
明
子

有
期

係
長

井
上
　
真

日
高
　
憲
太

有
田
　
伸
司

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

桜
江
支
店

大
和
支
店

邑
智
支
店

石
見
支
店

次
長

L
A
西
ブ
ロ

ク

課
長

課
長

樋
口
　
真
理
子

課
長

樋
口
　
彰
良

森
岡
　
友
昭

島
根
お
お
ち

営
業
所

営
業

所
長

荒
木
　
健
二

事
務
係

桜
江

邑
智

川
本

石
見

有
期

雇
用

大
石
　
振
一
郎

天
川
　
昌
幸

支
店
長

瑞
穂
支
店

支
店
長

支
店
長

川
本
支
店

次
長

羽
須
美
支
店

支
店
長

支
店
長

支
店
長

支
店
長

日
高
　
孝
嗣

黒
石
　
瞳

長
谷
川
　
和
子

　
原
　
正
昭

　

多
代
田

靖
子

有
期

雇
用

沖
　
真
由
美

高
橋
　
憂
妃

有
期

雇
用

　

原
本

優
子

帶
刀
　
晃
子

上
田
　
秀
太
郎

矢
渡
　
樹
里

　

佐
々
木
　
千
恵

柳
光
　
良
恵

椿
　
紀
子

投
信
窓
販
担
係

島
根
お
お
ち

　
統
括
支
店

森
橋
　
浩

共
済
課

ロ

ン
セ
ン
タ

課
長

支
店
長

金
融
課

セ
ン
タ

長

課
長

三
浦
　
勝
弘

漆
谷
　
英
男

唐
溪
　
由
美
子

古
川
　
慎
平

水
口
　
恭
子

竹
田
　
由
紀

的
場
　
真
貴
子

森
光
　
眞
美

三
上
　
由
美
子

森
岡
　
悠
也

野
田
　
海
記

竹
下
　
壽
一

春
木
　
順
博

有
期

雇
用

有
期

雇
用

三
上
　
佳
乃

L
A
東
ブ
ロ

ク

有
期

雇
用

井
川
　
志
保

有
期

雇
用

細
川
　
満
博

野
田
　
尚
志

藤
井
　
淳
子

有
期

雇
用

山
下
　
亨

パ

ト

パ

ト

桜
井
　
昌
彦

櫻
井
　
啓
輔

有
期

雇
用

有
期

雇
用

帶
刀
　
亮
二

西
川
　
裕
之

藤
村
　
貴
志

福
田
　
央
睦

整
備
工
場

瑞
穂

羽
須
美

大
和

山
下
　
博
信

森
川
　
真
博

三
上
　
栄
司

森
脇
　
博
和

山
口
　
靖
司

森
山
　
七
重

有
期

雇
用

所管　燃料課

代

主

※
Ｌ
Ｐ
Ｇ
販
売
所
の
機
構

は
業
務
主
任
者

は
業
務
主
任
者
の
代
理
者

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

道
畑
　
繁
樹

後
藤
　
友
子

パ

ト

有
期

雇
用

有
期

雇
用

山
田
　
理
恵

石
川
　
敏
子

岡
本
　
由
美
子

山
前
　
俊
二

春
木
　
順
博

新
田
　
敏
弘

渡
邊
　
典
之

桜
江
ガ
ス
セ
ン
タ

大
和
ガ
ス
セ
ン
タ

石
見
ガ
ス
セ
ン
タ

羽
須
美
ガ
ス
セ
ン
タ

瑞
穂
ガ
ス
セ
ン
タ

主 主 主 主 主

ＪＡ全農島根農機サポート（株）出向

永
井
　
強
治

西
島
　
進

奥
野
　
弘
貴

渡
辺
真
二

梅
田
　
紀
芳

代 代

業
務

委
託
者

業
務

委
託
者

松
川
　
始

春
木
　
順
博

岸
田
　
晃
睦

代 代 主 代 主

業
務

委
託
者

有
期

雇
用

業
務

委
託
者

有
期

雇
用

有
期

雇
用

上
田
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理
課

農
業
金
融
課

瑞
穂
加
工
場

瑞
穂

羽
須
美

広
域

邑
智

大
和

瑞
穂

石
見

大
和

川
本

桜
江

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

育
苗
セ
ン
タ
ー

育
苗
セ
ン
タ
ー

育
苗
セ
ン
タ
ー

育
苗
セ
ン
タ
ー

育
苗
セ
ン
タ
ー
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令和６年４月１日現在JAしまね 島根おおち地区本部業務機構と 職員配置図
※氏名重複者は兼務

有
期

雇
用

三
輪
　
大

有
期

雇
用

渡
邊
　
悠
太
郎

兼
務

野
田
　
尚
志

児
玉
　
千
奈
美

有
期

雇
用

日
野
山
　
志
乃

宇
津
田
　
美
鈴

パ

ト

岩
谷
　
恵

藤
田
　
哲
也

パ

ト

服
部
 
純
鈴

兼
務

木
原
　
辰
太
郎

坂
根
　
明
子

有
期

係
長

井
上
　
真

日
高
　
憲
太

有
田
　
伸
司

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

桜
江
支
店

大
和
支
店

邑
智
支
店

石
見
支
店

次
長

L
A
西
ブ
ロ

ク

課
長

課
長

樋
口
　
真
理
子

課
長

樋
口
　
彰
良

森
岡
　
友
昭

島
根
お
お
ち

営
業
所

営
業

所
長

荒
木
　
健
二

事
務
係

桜
江

邑
智

川
本

石
見

有
期

雇
用

大
石
　
振
一
郎

天
川
　
昌
幸

支
店
長

瑞
穂
支
店

支
店
長

支
店
長

川
本
支
店

次
長

羽
須
美
支
店

支
店
長

支
店
長

支
店
長

支
店
長

日
高
　
孝
嗣

黒
石
　
瞳

長
谷
川
　
和
子

　
原
　
正
昭

　

多
代
田

靖
子

有
期

雇
用

沖
　
真
由
美

高
橋
　
憂
妃

有
期

雇
用

　

原
本

優
子

帶
刀
　
晃
子

上
田
　
秀
太
郎

矢
渡
　
樹
里

　

佐
々
木
　
千
恵

柳
光
　
良
恵

椿
　
紀
子

投
信
窓
販
担
係

島
根
お
お
ち

　
統
括
支
店

森
橋
　
浩

共
済
課

ロ

ン
セ
ン
タ

課
長

支
店
長

金
融
課

セ
ン
タ

長

課
長

三
浦
　
勝
弘

漆
谷
　
英
男

唐
溪
　
由
美
子

古
川
　
慎
平

水
口
　
恭
子

竹
田
　
由
紀

的
場
　
真
貴
子

森
光
　
眞
美

三
上
　
由
美
子

森
岡
　
悠
也

野
田
　
海
記

竹
下
　
壽
一

春
木
　
順
博

有
期

雇
用

有
期

雇
用

三
上
　
佳
乃

L
A
東
ブ
ロ

ク

有
期

雇
用

井
川
　
志
保

有
期

雇
用

細
川
　
満
博

野
田
　
尚
志

藤
井
　
淳
子

有
期

雇
用

山
下
　
亨

パ

ト

パ

ト

桜
井
　
昌
彦

櫻
井
　
啓
輔

有
期

雇
用

有
期

雇
用

帶
刀
　
亮
二

西
川
　
裕
之

藤
村
　
貴
志

福
田
　
央
睦

整
備
工
場

瑞
穂

羽
須
美

大
和

山
下
　
博
信

森
川
　
真
博

三
上
　
栄
司

森
脇
　
博
和

山
口
　
靖
司

森
山
　
七
重

有
期

雇
用

所管　燃料課

代

主

※
Ｌ
Ｐ
Ｇ
販
売
所
の
機
構

は
業
務
主
任
者

は
業
務
主
任
者
の
代
理
者

有
期

雇
用

有
期

雇
用

有
期

雇
用

道
畑
　
繁
樹

後
藤
　
友
子

パ

ト

有
期

雇
用

有
期

雇
用

山
田
　
理
恵

石
川
　
敏
子

岡
本
　
由
美
子

山
前
　
俊
二

春
木
　
順
博

新
田
　
敏
弘

渡
邊
　
典
之

桜
江
ガ
ス
セ
ン
タ

大
和
ガ
ス
セ
ン
タ

石
見
ガ
ス
セ
ン
タ

羽
須
美
ガ
ス
セ
ン
タ

瑞
穂
ガ
ス
セ
ン
タ

主 主 主 主 主

ＪＡ全農島根農機サポート（株）出向

永
井
　
強
治

西
島
　
進

奥
野
　
弘
貴

渡
辺
真
二

梅
田
　
紀
芳

代 代

業
務

委
託
者

業
務

委
託
者

松
川
　
始

春
木
　
順
博

岸
田
　
晃
睦

代 代 主 代 主

業
務

委
託
者

有
期

雇
用

業
務

委
託
者

有
期

雇
用

有
期

雇
用

上
田

華
奈

井
上

真
由
美
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農 だ よ り営

白ねぎの管理について白ねぎの管理について（計画的な予防と栽培管理の徹底）（計画的な予防と栽培管理の徹底）
　白ねぎの定植も最盛期を迎えましたが、今後、定植される方は準備を早めに行いましょう。

圃場準備
●堆肥・ミネラルＧ・重焼燐を施用し、「ひっぱりくん」で定植しやすいよう、細かく砕土して畦幅110～
150cmで深さ５～10cm程度の植溝を作り、過リン酸石灰を施します。ネキリムシ類の防除としてフォース
粒剤を400g ～900g/a忘れずに散布しておきましょう。基肥のL500や野菜美人も植溝に施しておきましょ
う。（※フォース粒剤は劇物であるため、購入時に押印が必要なため印鑑が必要です）
定植
●定植前日にトリフミン水和剤（萎凋病予防）200倍液１ℓを苗箱に散布しておき、「ひっぱりくん」で定植
しましょう。
　定植活着後、ゴーゴーサン乳剤を散布し初期雑草を抑えるようにしましょう。（雨天の次の日が効果的です）
排水対策
●ねぎは特に停滞水に弱いため、排水不良の圃場では、必ず排水溝を掘り、排水対策を徹底してください。

　①圃場の周辺に植え溝より深く、排水溝を掘る。（額縁排水）
　②畦を切り排水溝にたまった水が外に逃げるようにする。
　③列が長く水が抜けない場合は、途中に排水溝を掘る。

☆露地果菜類（ナス、ピーマン等）定植の準備をお早めにお願いします。
　土づくりは苗定植の１ヶ月前までに、基肥施用は苗定植の２週間前までに済ませ、土壌に水分がある（土を握っ
てバラバラに崩れない）状態でマルチ掛けをしてください。早いマルチ掛けは地温を高め、苗の活着、初期の生育
を促進します。また、定植後の風害（茎折れ等が発生し収穫時期が遅れます）から苗を守るため、肥料袋等での「あ
んどん」の設置をおすすめします。

※�「あんどん」設置することで、風害から苗が守られ、初期生育が促進されます。比較的単価が高い６～７月の出
荷量が増える効果が確認されております。

（ナス：風害による茎折れ） （「あんどん」設置状況）

□設置期間が長くなると苗が徒長ぎみになるため、設置期間は定植後約 30日間までとする。
□被覆をしているため、苗の状況が見えにくいため、ネキリムシ被害の注意と対策が必要。
　対策：定植時：ダイアジノン粒剤５　400～ 600g/a 作条土壌混和
□栽培中は水分不足に注意してください。
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自動車事故の受付やアドバイスは

 

 

2024年度 JAしまね島根おおち地区本部
ゴールデンウィーク営業および農繁期対応のお知らせ

ＡＴＭ

［営業日17時以降/土・日・祝］ 0120-572-045
通帳・キャッシュカード紛失の場合

［24時間・365日受付］ 0120-159-674

［24時間・365日受付］
じ　こ　は　　　く　み あい

0120-258-931
葬祭センター

［24時間・365日受付］ 0120-097-983

自動車故障時の応急対応やレッカー移動が必要な時は
［24時間・365日受付］

ﾚｯｶｰ ﾛｰﾄ゙ ｻｰﾋ ｽ゙ は く   み あい

0120-063-931
農機サポート（営）

TEL 0855-95-0814営業時間は、8：30～17：00です。
［４/28（日）～５/24（金）は、土・日・祝日も修理等受付しております］

0120-927-277

JAカード・クレジットカード紛失の場合

JAの自動車共済にご加入の皆様へ

島根おおち管内のＡＴＭは、ゴールデンウィーク期間中も休まず稼働します。
平日（8：45～20：00）土日祝（9：00～20：00）※４月29日（昭和の日）は、県外ATMの使用はできません

営業日17時までは各支店へ

１
．
退
職
【
令
和
６
年
３
月
31
日
付
】

退
職
事
由

氏
名

現
部
署
・
役
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職
員
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依
願
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日
高　
陸

瑞
穂
支
店　
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共
済
課
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職
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退
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営
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部　
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括
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瑞
穂
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．
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４
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１
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）

営
農
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画
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大
野　
晃
明
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期
雇
用
職
員

石
見
支
店　
金
融
共
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課

岡
本　
由
美
子

有
期
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用
職
員

営
農
部　
畜
産
課

土
江　
博

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員

３
．
正
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員
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用
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付
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署
・
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名
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位
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考

島
根
お
お
ち
統
括
支
店

共
済
課　
Ｌ
Ａ
西
ブ
ロ
ッ
ク

水
口　
恭
子

島
根
お
お
ち
統
括
支
店

共
済
課　
Ｌ
Ａ
西
ブ
ロ
ッ
ク

登
用　
正
職
員

営
農
部　
畜
産
課

岡
田　
兼
二

営
農
部　
畜
産
課

登
用　
正
職
員

４
．
地
区
本
部
異
動
【
令
和
６
年
４
月
１
日
付
】

新
任
部
署
・
職
位

氏
名

旧
任
部
署
・
職
位

営
農
部　
指
導
販
売
課　
兼

営
農
施
設
事
業
所
統
括
課　
瑞
穂
事
業
所

平
野　
弘
二

営
農
部　
指
導
販
売
課

瑞
穂
支
店　
金
融
共
済
課

春
木　
順
博

生
活
部　
燃
料
課　

L
P
G
セ
ン
タ
ー

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

①指導販売課　指導係
瑞穂駐在
②白須　紀之
③瑞穂地区
④１年半ぶりに営農指導員として復帰しま
した。瑞穂地区は初めて担当します。よろ
しくお願いいたします。

①指導販売課　指導係
石見駐在
②前田　晃弘
③石見地区
④数年ぶりに地元石見に戻ってきました。
農家組合員さんのお役に立てるように
がんばります。

①指導販売課　指導係
桜江駐在
②森野　茂
③桜江地区
④桜江地区の特徴を活かした営農指導に
心がけ、農家組合員さんのお役に立てる
ようにがんばります。

②益田　佑一
③全域・羽須美地区

①指導販売課　指導係

④しっかり巡回して、農家組合員さんのお
役に立てるようにがんばります。

①指導販売課　指導係
邑智駐在
②係長　永井　強治
③美郷（邑智・大和）地区
④最年長の営農指導員ですが、農家組合
員さんの満足度が向上していただける
ようにがんばります。

②牛嶋　一貴
③全域・川本地区

①指導販売課　指導係

④新しいことをしっかり発信していき、少し
でも農家組合員さんのお役に立てるよ
うにがんばります。

②新田　朱音
①指導販売課

③花き・野菜苗担当
④この春より花と野菜苗の担当となりまし
た。生産者の皆様の元へ伺いたいと思い
ますのでよろしくお願いいたします。

②上田　敏睦
①営農企画課

③園芸指導企画
④管内の水稲・園芸の作物全体の安全・安
心な生産に引き続き取り組んでいいき
ます。

②上田　理央
③水稲指導企画

①営農企画課

④営農部で水稲の担当をします。水稲の品
質向上と収量が増加するよう、営農指導
がんばります!

②原本　篤志
①営農企画課

③TAC　邑南町担当
④Tとことん、
   Ａ会って、
   Ｃコミュニケーション!!

②大野　晃明
①営農企画課

③TAC　江津市桜江町・
　川本町・美郷町担当
④新人TACです。
　よろしくお願いいたします。

①部署　②氏名　③担当地区・部門
④農家組合員さんへ一言

担当者紹介

　島根おおち地区本部の営農指導担当者と
TACは地域の農業振興に熱い思いを持って
取り組んでいます。いろいろご相談ください。

島根おおち地区本部
営農指導担当者・TAC（地域農業の担い手に出向く担当者）の紹介 

島根おおち地区本部
営農指導担当者・TAC（地域農業の担い手に出向く担当者）の紹介 
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自動車事故の受付やアドバイスは

 

 

2024年度 JAしまね島根おおち地区本部
ゴールデンウィーク営業および農繁期対応のお知らせ

ＡＴＭ

［営業日17時以降/土・日・祝］ 0120-572-045
通帳・キャッシュカード紛失の場合

［24時間・365日受付］ 0120-159-674

［24時間・365日受付］
じ　こ　は　　　く　み あい

0120-258-931
葬祭センター

［24時間・365日受付］ 0120-097-983

自動車故障時の応急対応やレッカー移動が必要な時は
［24時間・365日受付］

ﾚｯｶｰ ﾛｰﾄ゙ ｻｰﾋ ｽ゙ は く   み あい

0120-063-931
農機サポート（営）

TEL 0855-95-0814営業時間は、8：30～17：00です。
［４/28（日）～５/24（金）は、土・日・祝日も修理等受付しております］

0120-927-277

JAカード・クレジットカード紛失の場合

JAの自動車共済にご加入の皆様へ

島根おおち管内のＡＴＭは、ゴールデンウィーク期間中も休まず稼働します。
平日（8：45～20：00）土日祝（9：00～20：00）※４月29日（昭和の日）は、県外ATMの使用はできません

営業日17時までは各支店へ

営農部各事業所・生産資材課　※【営業時間】1日は8：30～17：00、午前中は8：30～12：00です。

月 4 月 5 月
日 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

曜日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

営業時間
午
前
中

午
前
中

午
前
中

１
日

１
日

１
日

午
前
中

午
前
中

午
前
中

午
前
中

１
日

１
日

１
日

１
日

午
前
中

午
前
中

１
日

１
日

１
日

１
日

１
日

午
前
中

午
前
中

１
日

１
日

１
日

１
日

１
日

午
前
中

午
前
中

瑞穂事業所 ○ ○ ○

通
常
営
業

通
常
営
業

○ ○ ○ ○

通
常
営
業

○ ○

通
常
営
業

土
曜
営
業

通
常
営
業

羽須美事業所
石見事業所 ○ ○ ○ ○
川本事業所 ○ ○ ○
邑智事業所 ○ ○ ○
大和事業所
桜江事業所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野菜集荷 ○ ○ ○ 臨時

出荷 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生産資材課 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業資材配送業務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※4/30（火）の配送は、4/25（木）午後～4/26（金）午前中に受付けたものとします。　※5/3（金）は野菜の臨時出荷を行います。
※5/7（火）の配送は、5/1（水）午後から5/2（木）午前中に受付けたものとします。以後は通常通りの配達となります。

給油所・LPGセンター
４月29日 ４月30日 ５月１日 ５月２日 ５月３日 ５月４日 ５月５日 ５月６日
月（祝日） 火 水 木 金（祝日） 土（祝日） 日（祝日） 月（振替休日）

給
油
所

瑞　穂 8：30~17：00 7：00~19：00 8：30~17：00
市　木 休　業 14：00~19：00 休　業 14：00~19：00 休　業 14：00~19：00 休　業
井　原 8：30~17：00 7：00~19：00 8：30~17：00

阿須那 7：30~11：00
15：00~18：00 7：30~11：00     休　業 7：30~11：00

15：00~18：00

日　和 休　業 10：30~12：30
16：00~18：00 休　業

日　貫 8：00~17：00 8：00~18：00 8：00~17：00 休　業 8：00~17：00
宮　内 7：30~10：00

LPGセンター 8：30~12：00 8：30~17：00 休　業 8：30~12：00 休　業

店舗
4月28日 4月29日 4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日 5月5日 5月6日

日 月（祝日） 火 水 木 金（祝日） 土（祝日） 日（祝日） 月（振替休日）
口羽店舗

休　業
休　業

通常営業
休　業

休　業
休　業

日貫店舗 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00
大和店舗 9：00～12：00 9：00～12：00 9：00～12：00

19



島根おおち
地区本部

問い合わせ先 企画総務部 ☎83-1801

女 性 部 が 行 く

ごみ 楽しく捨てない暮らし
ワンアクションでしなやかSDGs

　今のペースでごみを出し続けると、約20年で日本の最終処分
場は満杯に。待ったなしのごみ問題を自分事として捉えつつ、楽し
みながらできることを探りました。

特集

定
価
／
９
２
２
円（
税
込
み
）

【お問い合わせ】島根おおち地区本部　企画総務部および各支店

※企画・タイトルは変更することがあります。

　戦争や気候変動によって、食と農が脅かされています。もちろん、
国の農業政策の充実もたいせつですが、わたしたち国民にもでき
ることがあるはず！日々の暮らしから食料安全保障を考えます。

食と農を考える 今日から始める食料安全保障

のど、目、耳、全身を鍛えて元気に！
カラダ若返りブック

　年齢を重ねると、だれしもが感じる体の衰え
や不調。この別冊付録では、「のど」「目」「耳」な
ど、体の部位ごとに不調を改善する方法をそれ
ぞれの専門家に伝授してもらいました。楽しみな
がら鍛えて、体も心も若返りましょう。

別冊付録

女
性
部
フ
レ
ミ
ズ
部
会「
幸
せ
の
た
ね　

た
ん
ぽ
ぽ
」は
、
中

野
団
地
セ
ン
タ
ー
で
邑
南
町
の
石
岡
美
生
さ
ん
を
講
師
に
健
康
体

操
を
行
い
ま
し
た
。
尿
漏
れ
防
止
に
効
果
の
あ
る
※
骨
盤
底
筋
群

を
鍛
え
る
運
動
、
姿
勢
改
善
や
骨
盤
矯
正
に
期
待
で
き
る
お
尻
歩

き
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た
筋
ト
レ
な
ど
、
体
の
動
き
を
丁
寧
に
教
え

て
い
た
だ
き
、
最
後
に
体
の
老
廃
物
の
排
出
を
促
す
リ
ン
パ
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
習
い
ま
し
た
。
石
岡
さ
ん
か
ら
は「
毎
日
続
け
て
、
身

体
に
良
い
癖
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」と
お
話
し
い
た
だ
き
終
了
し
ま

し
た
。

島
根
お
お
ち
女
性
部
は
昨
年
の
８
月
に
続
き「
安
心
・
安
全
・
お

い
し
い
」野
菜
作
り
を
目
指
し
て
野
菜
の
有
機
栽
培
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

女
性
部
で
は
有
機
栽
培
を
さ
ら
に
実
践
的
に
学
ぶ
た
め
、
昨
年
の

８
月
の
研
修
会
後
に
営
農
部
、
青
年
連
盟
と
協
議
を
行
い
、
比
較
的

家
庭
で
も
よ
く
作
ら
れ
る「
か
ぼ
ち
ゃ
」に
着
目
し
、
そ
の
栽
培
を
通

し
て
有
機
栽
培
を
学
ぶ
こ

と
と
し
ま
し
た
。
営
農
部

の
横
宮
隆
幸
課
長
と
指
導

員
３
名
を
講
師
に
、
有
機

か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
ま
で
の

管
理
計
画
と
栽
培
暦
を
基

に
、
特
性
、
作
型
、
育
苗
、

定
植
、
受
粉
作
業
な
ど
収

穫
ま
で
の
作
業
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
こ
の
研
修
会
は
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
成
長
に
あ
わ

せ
適
宜
開
催
さ
れ
、
４

月
に
定
植
、
ト
ン
ネ
ル
作

り
、
獣
害
対
策（
ネ
ッ
ト

張
り
）。
５
月
に
交
配（
受

粉
）と
続
き
、
７
月
に
は

収
穫
と
な
る
予
定
で
す
。

ま
た
収
穫
し
た
か
ぼ
ち
ゃ

の
利
用
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
予
定
で
す
。

※
子
宮
・
膣
・
膀
胱
・
尿
道
・
直
腸
と
い
っ
た
臓
器
を
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ

う
に
支
え
て
い
ま
す
。

フ
レ
ミ
ズ
部
会
第
４
回
講
座
の
開
催

2
３月

島
根
お
お
ち
女
性
部

「
有
機
栽
培
」を
学
ぶ

15
３月
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今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介
◇
大
分
、
暖
か
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
身
体
が
付
い
て
い
き
ま
せ
ん
。

そ
ろ
そ
ろ
畑
の
方
も
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
眺
め
て
は
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は

失
敗
し
な
い
よ
う
に
色
々
な
苗
を
立
て
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
菜
園
で
す
が
、

で
き
る
と
楽
し
み
が
増
え
て
楽
し
い
日
々
で
す
。�

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

70
代

●
植
物
の
成
長
は
日
々
楽
し
み
で
す
。
特
に
野
菜
は
、
害
虫
や
病
気
、
天
候
を
気
に
か
け

て
一
喜
一
憂
で
す
ね
。
色
々
な
心
配
を
経
て
か
ら
の
収
穫
は
格
別
で
し
ょ
う
。
今
年
も
楽

し
み
な
が
ら
野
菜
栽
培
し
て
く
だ
さ
い
😊

◇
３
月
19
日（
火
）ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ふ
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
３
月
20
日（
水
）思
い
が
け

な
い
大
雪
と
な
り
、
び
っ
く
り
で
す
。
ゴ
ボ
ウ
と
人
参
は
こ
れ
か
ら
蒔
く
と
こ
ろ
で
す
。

�

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

70
代

●
も
う
雪
は
降
ら
な
い
な
！
と
思
っ
た
と
こ
ろ
の
突
然
の
雪
。
結
構
積
も
っ
て
ビ
ッ
ク
リ

で
し
た
ね
‼
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
無
事
で
し
た
か
。
凍
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
土
の
中
に

大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
ザ
ク
ザ
ク
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
👍

◇
先
日
、
し
ま
ね
び
よ
り
配
布
の
際
、
除
草
作
業
応
援
５
０
０
円
券
を
い
た
だ
き
助
か
っ

て
い
ま
す
。
料
理
の
レ
シ
ピ
も
参
考
に
な
り
ま
す
。「
今
日
何
作
ろ
う
か
ナ
～
？
」と
。
マ

ン
ネ
リ
防
止
に
も
う
れ
し
い
で
す
。
ク
イ
ズ
は
認
知
症
予
防
と
思
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

Ｃ
は
ヘ
イ
サ
ツ
ｏ
ｒ
ゲ
ッ
ツ
ー
で
少
し
考
え
ま
し
た
。�

石
見
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

？
代

●
た
く
さ
ん
の
ご
感
想
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
雑
草
が
繁
茂
す
る
時
季

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
除
草
作
業
応
援
５
０
０
円
券
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
✌

◇
フ
リ
ー
ジ
ア
の
花
言
葉
は「
友
情
」「
感
謝
」今
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
答
え
で
す
ね
。

私
は
元
気
が
出
る
ビ
タ
ミ
ン
カ
ラ
ー
の
黄
色
が
好
き
で
す
。

�

桜
江
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

50
代

●
３
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
が「
フ
リ
ー
ジ
ア
」で
し
た
。
３
月
～
４
月
と

言
え
ば
、
卒
業
・
入
学
・
異
動
、
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
ね
。
フ
リ
ー
ジ
ア
に
は
黄

色
の
他
、
白
、
赤
、
紫
な
ど
様
々
の
花
色
が
あ
っ
て
、
花
色
ご
と
に
香
り
が
違
う
そ
う
で
す
。

不
思
議
で
す
ね
😊

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 106 781,000 187,000 501,019 
ヌキ 146 891,100 129,800 624,303 
合計 252 572,445 

島根おおち
メス 15 643,500 392,700 465,520 
ヌキ 11 904,200 443,300 610,500 
合計 26 541,462 

瑞 穂
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

石 見
メス 2 408,100 392,700 400,400 
ヌキ 2 443,300 443,300 443,300 
合計 4 421,850 

川 本
メス 4 440,000 426,800 433,400 
ヌキ 4 904,200 519,200 676,225 
合計 8 554,813 

邑 智
メス 8 643,500 410,300 516,340 
ヌキ 4 662,200 616,000 638,275 
合計 12 570,533 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス 1 405,900 405,900 405,900 
ヌキ 1 570,900 570,900 570,900 
合計 2 488,400 

県外移出率県外移出率
47.11%合計合計38.53%去勢去勢雌雌 58.64%

隠岐“上昇”
西部、中央　去勢“続伸”メス“軟調”
本県3月の子牛市場は、隠岐、西部、中央で開設し
778頭の取引があり、隠岐の平均価格は雌356,086
円（前回比34千円高）、去勢420,554円（前回36千
円高）、平均394,008円（33千円高）で“上昇”、西部
の平均価格は雌468,372円（前回比21千円安）、去勢
612,926円（前回78千円高）、平均549,609円（31
千円高）、中央の平均価格は雌501,019円（前回比12
千円安）、去勢624,303円（前回比29千円高）、平均
572,445円（16千円高）の取引となり、西部、中央と
も、去勢は“続伸”メスでは“軟調”の取引となりました。
上場牛については、隠岐は4市場間で極端な発育の
差があり、またフェリー運航の関係で変則日程での開
催となりましたが、多くの購買者にご来場いただき活
発なご購買をいただきました。西部、中央ともに雌で
は多少のばらつきが見られましたが、去勢については
発育の良い牛が多く見られました。引き続き「骨格と
胃袋のできた牛」の上場により、購買者に支持される
「しまね和牛」子牛市場として、関係者が一丸となっ
て取り組み「子牛の品質向上」に努めましょう。

令和６年３月子牛市場成績表
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　最近の世界情勢により、電気代すごく上がってませ
んか？冷暖房の設定温度も節約されていますが、限界
もあります。
これからの電気は太陽光発電で蓄電し、必要な分は自
分で消費し余れば売るのも節約のポイントです。

　例えば　月２万円の電気料を支払いの場合、およそ２万円相当
が発電されるソーラーパネルと蓄電池を設置し、余れば売電し、
足らなければ（特に冬場）電気会社から電気を購入！（売電料は
以前と比べ安くなっています。設置にあたっては、これまでの電
気代にあわせた規模が、より有利です。）

蓄電池

まずは、シミュレーションしてみませんか！電気は自産自消の時代です !

今の電気代
困ってませんか？
今の電気代
困ってませんか？

：
：
83-1132
95-1224

瑞穂事業所
石見事業所

：
：
75-1861
92-8025

邑智事業所
桜江事業所 

：
：
88-0121
72-0330

羽須美事業所
川本事業所

：
：
82-2557
95-3601

大和事業所
生 活 部

お問い
合わせ先

メガネと補聴器のルック

●聴力・視力の測定●聴力・視力の測定 ●メガネ・補聴器のクリーニング●メガネ・補聴器のクリーニング

ＪＡしまね島根おおち地区本部
●瑞穂事業所　☎83-1134　 ●石見事業所　☎95-1224　 ●川本事業所　☎72-0330
お問い合わせ

いろいろ見て聞いて、いろいろ試せる！メガネ＆補聴器メガネ＆補聴器

相談会開催中相談会開催中
相談会予定表

午前１０時～午後３時迄5月 13日（月）Aコープいわみ店前
午前１０時～午後３時迄5月 14日（火）瑞穂事業所

午前１０時～午後３時迄5月 17日（金）川本支店
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受付はお電話一本で、
いつでも対応致します
病院へのお迎えにも
対応致します

受付はお電話一本で、
いつでも対応致します
病院へのお迎えにも
対応致します

突然のご不幸にも真心込めて
ご奉仕いたします。
突然のご不幸にも真心込めて
ご奉仕いたします。JAの葬祭JAの葬祭

フリーダイヤルサービス ０１２０-０９７-９８３ 中国地方のみ
利用可能

島根県邑智郡邑南町中野1013-13JAしまね島根おおち地区本部葬祭センター

生花祭壇
（12尺）

キューナキューナ ク　  ヤ  　ミク　  ヤ  　ミ

２４時間
年中無休
２４時間
年中無休

〇ご返礼に好適な商品を多数掲載

〇弔事のご返礼は
　JA花かご館にお任せください。

法要ギフトは法要ギフトは
JA花かご館へJA花かご館へ

お問い合わせ・ご相談は
瑞 穂 事 業 所　　☎ 83-1134
羽須美事業所　　☎ 88-0121
石 見 事 業 所　　☎ 95-1224
川 本 事 業 所　　☎ 72-0330
邑 智 事 業 所　　☎ 75-1861
大 和 事 業 所　　☎ 82-2557
桜 江 事 業 所　　☎ 92-8025
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萩焼体験 & 明治維新胎動之地

〈お問い合わせ先〉
金 融 課
石見支店
大和支店

☎
☎
☎

83-1803
95-1221
82-3131

瑞穂支店
川本支店
桜江支店

☎
☎
☎

83-1131
72-0556
92-1231

羽須美支店
邑智支店

☎
☎
88-0121
75-1220

※60名に達しない場合は催行中止となることがあります。　※募集人員に達し次第、締め切らせていただきます。

令和６年６月11日（火）

90名 募集開始は令和６年４月22日（月）から
令和６年５月24日（金）まで

18，000円（お一人様指定配車場所起点）

6，000円（旅行代金に充当します）

・参加申込みされる方は、お近くのJA窓口まで申込書をご提出ください。
・集合場所は、島根おおち管内を予定しております（ただし、参加人数によっては変更になる場合があります。）
集合場所までは、各自お出かけいただきますようお願いいたします。　
・旅行の詳細につきましては、ご参加いただく方へ後日お送りいたします。

・参加申込みされる方は、お近くのJA窓口まで申込書をご提出ください。
・集合場所は、島根おおち管内を予定しております（ただし、参加人数によっては変更になる場合があります。）
集合場所までは、各自お出かけいただきますようお願いいたします。　
・旅行の詳細につきましては、ご参加いただく方へ後日お送りいたします。

　おおち管内6：00-6：30発 ＝ 瑞穂IC 7：00 ＝ （高速） ＝ ゆとりパークたまがわ9：10-9：40

　道の駅しーまーと10：30-11：00 ＝ 明治維新胎動之地「松陰神社」 ＝ 昼食「萩本陣」12：00-14：00

　萩焼窯元「千春楽城山」萩焼絵付け体験14：10-15：00 ＝ 道の駅阿武町15：20-15：40 

　ゆうひパーク浜田17：10-17：30 ＝ 瑞穂IC 18：00 ＝ おおち管内18：00-18：30頃着

行 程

JA年金受給者JA年金受給者

日帰り旅行

拝啓　ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。　　
平素は、ＪＡ事業各般にわたりご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
年金をＪＡでお受取していただいております皆様、また年金をＪＡにご予約いただいております皆様
に、『日帰り旅行』を企画いたしました。
見て楽しむ、食べて楽しめる、有意義な時間をお過ごしいただければと思いますので、受給者の皆様、
又予約者の皆様には是非ご参加いただきますようご案内申し上げます。

敬具

旅行出発日

旅 行 代 金

申　込　金

募 集 人 員 申込締切日

in 萩

昼食会場「萩本陣」での
日帰り入浴は

別途入浴料が必要です
（大人 1,100円）
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５月の行事予定

16日（木）・17日（金）・18日（土）５月の外勤日

ゆとり倶楽部開講式・第1回講座
「プランターで野菜栽培」

5月15日水
4月25日木

令和6年度ケイトウ
共同種まき及び
栽培事前講習会

時間：午前9時30分～
場所：石見事業所

場所：JA中野団地センター

JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

令和６年度からの改正点 主な年金額・在職老齢年金 についてです。

令和５年度 48万円 ⇒ 令和６年度 50万円 に変わります。

　在職老齢年金とは、７０歳未満で厚生年金に加入・７０歳以上で厚生年金のある会社で働いている
方の報酬比例部分（厚生年金※１）の月額 ＋ 給料月額（１ヶ月の給料※２＋直近１年の賞与を１２で
割った金額）が基準額を超えると年金額に調整が入る仕組みです。

※１ 基金がある方は基金の代行部分も含む
※２ 標準報酬月額

１２万円＋３０万円＋８万円（９６万円÷12）＝５０万円

上記の例ですと、令和５年度は、年金から１万円引かれ、受け取れる年金は１１万円
令和６年度は、調整なしで１２万円全額支給になります。

５月は年金相談会開催の予定はございませんが、
お気軽に支店窓口までご相談くださいませ。

例：年金月額１２万円・給料月額３０万円・賞与９６万円 （R５.６月に３６万円／ R５.１２月に６０万円）
　 の方が R6.4.１５に受け取れる金額は？

☆主な年金額の改定☆

☆在職老齢年金の基準額改正☆

408,100円

816,000円
816,000円

1,020,000円
1,050,800円

S31.4.2～生

障害基礎年金　２級
老齢基礎年金

障害基礎年金　１級
遺族基礎年金
加給年金

813,700円
813,700円

1,017,125円
1,048,500円

～S31.4.1生
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